

















が社会的に要請されている｣ とされた) . そのため, 看
護基礎教育における技術教育の充実が求められ, 看護基
本技術項目 ()) や技術教育のあり方に関する検討

























とを目標としている). さらに, 看護学専攻では, ｢人
















岩永喜久子１・後藤 有紀２・宮崎 晴佳３・増本 紘子４
要 旨 本研究の目的は, 学部教育を受けている看護学生のメンタルヘルスの関連要因を明らかにするこ
とである. Ａ大学医学部保健学科看護学専攻１年次生名, ２年次生名, ３年次生名, ４年次生名の
学生計	名 (分析対象名) を対象に質問紙調査を行なった. 内容は, 
(), 学校生活に対する意識, 臨地実習ストレス尺度, 対処行動などである. 精神的に不健康とされ
る学生は全体の３割以上であり, その関連要因は, 消極的対処行動, 実習ストレス, 仲間意識であった. 今
後, 特に, 一人暮らしをしている学生や実習における情緒的サポート体制の重要性が示唆された.
保健学研究 ()	




































































業に役立つと思う』 などがあり, 仲間意識には, 『友達と
一緒にいるのが楽しい』 『友だちとできるだけ交わるよう
にしている』 などの質問項目がある). 信頼性係数はそ
れぞれα＝, である. ５段階評価で, ｢非常にあ
てはまる｣ ５点, ｢かなりあてはまる｣ ４点, ｢どちらと
もいえない｣ ３点, ｢あまりあてはまらない｣ ２点, ｢全
くあてはまらない｣ １点とした. ただし, 逆転項目では









た｣ 場合には０点, ストレスを ｢全く感じなかった｣ １
点, ｢時々感じた｣ ２点, ｢まあまあ感じた｣ ３点, ｢頻

























学年, 性別, 生活形態, 大学受験時に第一志望として
いた学部・学科・専攻 (以後, 受験時希望学部・学科・
専攻とする) と, 睡眠時間, クラブ活動, アルバイトの
７項目を調査した. なお, 実習を経験した２年次生から
４年次生に対しては, 実習期間中の睡眠時間, クラブ活


























生活形態では, #"名 (	$％) が一人暮らしをして
おり, 次いで家族と同居$名 (%$％) であり, 平均睡
眠時間は平日#時間, 休日%時間, 実習時時間であっ
た. 調査時クラブ活動をしていたものが#名 (	#"％),
実習中では"#名 (#％) であり, 調査時#	名, 実習
中#名がアルバイトをしていた. 受験時希望学部・学科・
専攻では, 看護学専攻 (以後看護学とする) の#名
(%％) が最も多く, 次いで理学療法学専攻 (&)・
作業療法学専攻 (&) (以後&・&とする) "名
(#"%％), その他"#名 (#％), 医学科と薬学部それ








項目 １年次生 ２年次生 ３年次生 ４年次生 全体




















































































































もより多い｣ や ｢特に多い｣ などの回答をした頻度とそ
の割合では, 質問項目. 『自信をなくしますか』 の	
名 (％) が最も多く, 次いで質問項目７. 『いろん
な問題を解決できなくて困りますか』 名 (	％),
質問項目４. 『何か有益な役割を果たしていると思いま
すか』 (逆転項目で, ｢いつもより少ない｣ や ｢いつもよ
りずっと少ない｣ と回答した頻度) の名(
％) で
あった. 低得点群名 (％) では, 質問項目７.
『いろんな問題を解決できなくて困りますか』 名
(％) が最も多かった (表３). 高得点群名 (	
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思いますかでは, ｢いつもよりできない｣, ｢いつもよりずっとできない｣ と回答した頻度である. 質問項目４：何か有益な役割を果たしていると思
いますか, 質問項目９：日常生活を楽しむことができますかでは, ｢いつもより少ない｣, ｢いつもよりずっと少ない｣ と回答した頻度である. 質問





















では, 実習ストレス (＝	, ＝	, ％＝















さらに, 実習ストレスは, 得点 (ｒ＝	) と
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関連があり, 他に睡眠時間 (ｒ＝－), 消極的対処








(	％), ２年次生名 (％) の順に多かった. ま









特に, 質問項目の 『自信を持てない』 者名 (	％),
質問項目７の 『いろんな問題を解決できなくて困っている』
者	名 (％), 質問項目４の 『何か有益な役割を果た
していると思えない』 者名 (％) であった (表３).
３) 精神健康状態への関連要因
高得点群の精神健康状態への関連要因として, 実習
ストレス (ｒ＝, ＜), 消極的対処行動 (ｒ＝
, ＜) に正の相関があり, 仲間意識 (ｒ＝－
, ) に負の相関があった. また, 実習スト
レスと消極的対処行動 (ｒ＝, ＜) に正の相
関があり, 消極的対処行動と仲間意識 (ｒ＝－,
＜) に負の相関が認められた (図１). 性別, 学年,
平日と実習時の睡眠時間, 平日と実習時のクラブ活動,






得点 積極的対処行動 消極的対処行動 学校適応 仲間意識





項目 １年次生 ２年次生 ３年次生 ４年次生 全体
































































































































































































実習ストレス (ｒ＝	), 仲間意識 (ｒ＝－
	)
であった. 消極的対処行動は, 実習へのストレス (ｒ＝
	) や仲間意識 (ｒ＝－) とも相関しており,
質問項目の 『チャレンジすることや新しい場所は避けよ











































































































































であり, その関連要因は, 消極的対処行動, 実習ストレ








１) 井部俊子, 中西睦子：看護制度とは. 看護管理学テ










４) 井部俊子, 中西睦子：看護教育に関する政策. 看護
管理学テキスト７ 看護制度・政策論, 中西睦子編









































ファイル, 堀 洋道, 山本真理子, 松井豊編, 垣内
出版, 東京, ：
.
	) 正村啓子, 岩本美江子, 市原清志, 束玲子, 藤澤怜





と. 看護教育, ：, .
) 橋元良明：変容する現代のコミュニケーション. 教
育と医学, ：, .













)  , ：ケアリングカリ
キュラム看護教育の新しいパラダイム. 安酸史子監
訳, 医学書院, 東京, ：		.
第巻第１号 年
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